
現地調査（関東ブロック）の概要

資料２－１

【実施日】 平成31年2月28日

【訪問先】  千葉県柏市

 茨城県つくば市



調査先概要

茨城県つくば市

〔対応者〕つくば市市長公室次長、市長公室政策員、市立みどり
の学園義務教育学校長、情報政策課長、都市計画
部次長、学園地区市街地振興室長、茨城県市町村
課長ほか

〔主なヒアリング事項〕 先進的ICT教育、RPAを活用した定型的で

膨大な業務プロセスの自動化、中心市街地の商業
施設の再生など

千葉県柏市

〔対応者〕柏市企画部理事、企画調整課長、企画調整課主幹
（UDCKディレクター）、福祉政策課長、UR都市機構
東日本賃貸住宅本部ストック事業推進部事業第4
課主幹、千葉県市町村課長、自治振興室長ほか

〔主なヒアリング事項〕 公・民・学の連携によるまちづくり、地域包
括ケアシステムの構築に向けた取組など

人口：417,218人
※うち高齢者人口：

105,799人
高齢化率：25.36％
（2018年4月1日現在）

柏市は，東京都心から約３０kmにあり，
高度経済成長を機に人口が増加し発展したまち

ＪＲ柏駅から
上野駅まで約２９分
東京駅まで約３２分
（上野東京ライン）

つくばエクスプレス
柏の葉キャンパス駅から
秋葉原駅まで約３０分

人口：238,214人
（年間約2,500人増）

世帯数：105,179世帯
市職員数：1,904人
（2019年2月1日現在）

つくば市は，東京都心から約5０kmにあり，
つくばエクスプレス沿線開発等により人口は増加傾向

つくばエクスプレス
つくば駅から秋葉原駅まで

約４５分
市内には４駅あり、各駅周辺
で開発が進んでいる。
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現地調査での主な意見①（柏市①）

【公・民・学の連携によるまちづくり（柏の葉スマートシティ）】
→ 一般的なまちづくりは、行政主導で行われ、学識経験者や専門家、企業の参加は限定的になりがちだが、

柏の葉地域では、まちづくりの連携推進機関を、行政外部に、独立した拠点（UDCK：アーバンデザインセン
ター柏の葉）として設置。新たな知と産業、文化を創造する「国際学術研究都市」を目指し、UDCKを核として、
地域社会に必要な公的サービスを担う「公（行政、NPO等）」、地域の活力と魅力の向上を担う「民（民間企
業、市民等）」、専門知識や技術を基に先進的な活動を担う「学（大学、研究機関等）」のフラットな連携・協働
による、地域に根ざした総合的まちづくりを実践している。

○ 2040年にかけて、柏市では、人口はどのように変化する見通しとなっているか。
→ つくばエクスプレス沿線を中心に旺盛な住宅供給があり、当面は社会増が続き、2025年の約43.3万人を

ピークに、その後緩やかに減少する見通し。2040年の高齢化率の推計は、市全体は30.5％、現居住者の大
半が子育て世帯の柏の葉地域は30％未満だが、50％を越える地域も出てくる見込み。

○ 柏の葉地域の居住者は、市外から移住してきた方が多いのか、もともと市内に居住していた住民の住み替
えが多いのか。

→ 柏の葉地域の現在の人口は約9,000人（計画人口は26,000人）。市内からの住み替えもあるが、千葉県内
や東京都からの移住者が多い。

○ 公・民・学で具体的にどのように連携しているのか。また、経費負担のあり方はどうなっているのか。
→ まちづくりの将来ビジョン「柏の葉国際キャンパスタウン構想」を公・民・学で共同策定・共有し、当該構想を

公・民・学で共同設立・運営しているUDCKが推進・フォローアップする体制となっている。UDCKは、課題すな
わち将来ビジョンを共有することでつながる公・民・学の共同体であり、一律に資金を拠出するのではなく、
プロジェクトごとに各主体が必要な人材や資金を持ち寄り、ゆるやかに連携・協働しながら運営。

○ 住民は柏の葉地域のまちづくりにどのように関わっているのか。
→ UDCKにおいて、住民が地域に溶け込む入口となるような、人と人とをつなぐ様々なプログラムを企画・運営

し、そうしたプログラムへの参加等を通じた公・民・学連携の自律的なｴﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの構築を目指している。 2

凡例
○：委員等の発言
→：ヒアリング先の発言



現地調査での主な意見②（柏市②）

【地域包括ケアシステムの構築に向けた取組（豊四季台団地）】
→ 1964年に管理開始された豊四季台団地は、2010年には高齢化率が40％を超え、未来の日本の縮図とも言

えるような状況にあった。柏市、東京大学、UR都市機構では、豊四季台団地地域をモデルとして、高齢社会
の安心で豊かな暮らし方・まちのあり方について議論・実践するため、協定を締結（2010年）。住民が住み慣
れた地域で暮らし続けることができるよう、在宅医療の推進や高齢者のセカンドライフ就労の促進など、地
域包括ケアシステムの構築に連携して取り組んでいる。

→ UR都市機構では、2004年から順次進めている建替と併せて、地域拠点ゾーンを整備。診療所、薬局、子育
て支援施設、地域包括支援センター等が併設された24時間対応の在宅看護・介護サービス付き高齢者向
け住宅や、医師会・歯科医師会・薬剤師会による地域医療連携センター等が新たに設置された。

○ 柏の葉地域のように活況な地域がある一方、豊四季台のように高齢化率が40％を越える地域もある中で、
どのように地域づくりを進めているのか。

→ 1980年以降、中学校区単位で自治会や町会等の組織をまとめ、市内に20の「ふるさと協議会」を設置。柏
市では、この「ふるさと協議会」が地域コミュニティの核となってきており、地域包括ケアシステムの構築に当
たっても、「ふるさと協議会」の区域と同じ区域で「地域支えあい会議」を設置し、生活支援サービスの充実に
向けた取組を進めている。

○ 区域同士は連携しているのか。
→ 各区域の生活支援コーディネーター同士で情報を共有する場を設けており、事例の共有等が図られるよう

になっている。

○ 戸建てエリアでは、住民が集住している団地と異なり、地域コミュニティの形成・維持が難しいのではないか。
→ 戸建てエリアでも、昔からの住民同士で顔の見える関係ができているところもある。一方で、団地やマンショ

ン等では、住民同士のつながりが薄くなりがちなところもある。住民が集まってコミュニケーションを取れる場
が必要。
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凡例
○：委員等の発言
→：ヒアリング先の発言



現地調査での主な意見③（つくば市①）

【先進的ICT教育（市立みどりの学園義務教育学校）】
→ みどりの学園は、2018年４月に開校した小中一貫校。Society5.0時代を見据え、9年間の学びの連続性を

生かし、子どもの発達段階に応じて系統的に、ICT教育、プログラミング教育、STEAM教育、英語教育、アク
ティブ・ラーニング等を展開。先端技術の活用により、すべての児童生徒に質の高い教育を実現することを
目指している。（当日は、小学3年生のプログラミングの授業の様子やデジタル教科書が配備された小学1年
生の教室等を見学したほか、児童生徒による英語を織り交ぜたプレゼンや生徒がプログラミングしたアプリ
ケーションの実演等を拝見した。）

【RPAを活用した定型的で膨大な業務プロセスの自動化】
→ 定型作業の負荷軽減・効率化を行い、職員が市民からの相談や窓口業務等により時間を割り当てられる

ようにすることで、市民サービスを向上させることを目的に、RPAを活用した業務プロセス自動化の実証を実
施。職員へのアンケート等を基に、定型的かつ膨大な作業量が発生する業務を抽出し、業務量・難易度・
RPA導入効果・汎用性の高さを勘案して選定した市民窓口課及び市民税課の業務等について検証したとこ
ろ、処理時間が約8割削減されるなど、定型作業にかかる職員の負荷軽減・効率化が実証された。今後、
RPAを行政内で最大限活用するには、自治体業務に多く見られる申請書等の入力情報の電子化等が必要。

○ どの自治体も基本的には同じ業務を行っているところからすると、他の自治体でもRPAを導入することは可
能と思われるが、何か自治体ごとの特殊性があるのか。

→ 同じ業務でも、使用しているソフト等が異なると、同じシステムを導入できるとは限らない。ただし、RPA活用
のアイディアを共有することで、各自治体がスムーズにRPAを導入することは可能と思われる。

○ 最終的には、RPAを導入した部分だけでなく、業務全体の見直しが必要になるのか。
→ RPAの導入に当たり、例外処理も含めて、網羅的にやろうとすると、シナリオが膨大になってしまうため、

RPAの導入時点では、業務全体の見直しまでは不要。つくば市では、RPAの導入により、定型作業の負荷
軽減・効率化が図れたので、他の業務にも展開し、更なる業務プロセス改革を進める。一方、非定型業務も
含めた業務全体の見直しも必要であると考えており、RPAの導入をそのきっかけにしていきたい。 4

凡例
○：委員等の発言
→：ヒアリング先の発言



現地調査での主な意見④（つくば市②）

【RPAを活用した定型的で膨大な業務プロセスの自動化（続き）】
○ RPAの導入により、職員の働き方に変化は見られるか。庁内全体に導入していく予定か。
→ 作業負荷が大幅に軽減されることから、RPAを活用している職員の満足度は高く、育休明けで時短勤務の

ため残業できない職員からの評判も良い。一方で、実際に使ってみないと、業務がどのように変化するのか
イメージすることが難しいため、広く導入することで、職員の理解が深まると考える。

【中心市街地の商業施設の再生】
→ 2018年1月に閉店した中心市街地（つくば駅近く）の商業施設（クレオ）の再生について、今後の中心市街地

のまちづくりに大きな影響を与える重要な施設であることなどから、つくば市が積極的に関与し、中心市街
地の賑わいを創出することを計画。再生計画案（市と民間事業者の共同出資により設立した民間主導型の
まちづくり会社が商業施設を購入・運営）について、市民や議員、関係者等との議論を重ねてきたが、市の
負担が多額（約20億円）になることや時間的制約等もあり、理解を得ることができなかったため断念（2018年
11月）。

○ つくば市の中心部は、つくば駅周辺か。
→ つくば市では、筑波研究学園都市の核となるつくば駅周辺の都心地区に様々な機能を集積させている。

1987年以降、6町村が合併して現在の市域となったが、研究学園地区やつくばエクスプレス沿線地区の人口
が増加する一方、周辺部では人口減少が進行するなど、市域の広がり等による周辺地域の活力低下が課
題。こうしたことから、旧町村ごとに、地区相談センターを設置し、地区担当職員を配置するとともに、周辺市
街地振興を担う部署を新設するなど、地域の声が届きやすい仕組みづくりに努めている。

→ また、今後のまちづくりを進めるに当たり、市全域を計画区域とする立地適正化計画を策定（2018年9月）。
高度で多様な都市機能が集積した中心市街地と、身近な生活拠点が適切に配置された日常生活圏とが、
公共交通など総合的な交通体系により効率的に連絡しあう、多様な地域核のある「多極ネットワーク型の持
続可能でコンパクトな都市」を目指している。 5

凡例
○：委員等の発言
→：ヒアリング先の発言



現地調査（関東ブロック）の概要（参考資料）

資料２－１
（参考資料）



柏市①（柏の葉スマートシティ①）
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柏市②（柏の葉スマートシティ②）

2

・課題（＝ビジョン）を共有することでつながる「公・民・学」の共同体である
・各主体の持ち寄りによる、ゆるやかな運営を行っている

柏市

三井不動産
首都圏新都市鉄道
柏商工会議所
田中地域ふるさと協議会

東京大学
千葉大学

柏市まちづくり公社
千葉県
ＮＰＯ支援センターちば（市民活動サポート）
柏市国際交流協会（国際化）

プラップジャパン（広報活動）
ジャパンライフデザインシステムズ（企画・運営）
スパイラル（アートディレクション）
藤崎事務所（環境・健康）
UG都市建築（まちづくり戦略・産業創出支援）

運
営
委
員
会

（
運
営
監
理
組
織
）

（プロジェクト
マネジメント組織）

運営機構

執行役員
センター長
副センター長
ディレクター

プロジェクト体制

プロジェクト体制

プロジェクト体制

プロジェクト体制

構成団体
協力団体

人

人

資金

活動

場

持ち寄り型の共同責任運営体制



柏市③（柏の葉スマートシティ③）

3

公民学連携の構図



柏市④（柏の葉スマートシティ④）
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柏市⑤（豊四季台団地①）
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柏市⑥（豊四季台団地②）
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柏市⑦（豊四季台団地③）
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柏市⑧（柏市版地域包括ケアシステムの構築）

14

H22 23 24 25 26 27 28 29

【体制・ルールの構築】

【モデル開発】

【調査研究】

【普及と定着，質や機能の向上】

【生きがい就労の全市展開】

【フレイルチェックの実践・拡大・定着】

第1フェーズ 2010～2015

在宅
医療

介護
予防

社会
参加

住まい

情報共有システムの構築
ICTを活用し，患者の情報を医療・介護職で共有し，多職種連携を推進

生活
支援

2千人の追跡健康調査
⇒フレイル予防プログラム開発

生きがい就労創成

拠点型サ高住の誘致

更なる在宅医療推進体制の構築
主治医・副主治医制の機能強化，訪看STの基盤強化

地域支え合い会議設立・運営支援

フレイル
チェック事業 フレイル予防プロジェクト2025

在宅医療・介護サービス拠点の検討
【豊四季台】

【各コミュニティエリア】

シルバー人材センターによる全市展開
セカンドライフプラットフォーム事業
（厚労省モデル事業第１期）

セカンドライフプラットフォーム事業
（厚労省モデル事業第２期）
【その他の地域】

市民への啓発
民生委員等地域住民への啓発，在宅医療情報誌「わがや」の発行

在宅医療を行う医師等の増加及び多職種連携の推進
顔の見える関係会議，在宅医療研修の開催等

在宅医療に対する負担を軽減するバックアップシステムの構築
主治医・副主治医制度の構築，病院のバックアップ機能を確保（10病院会議にて）

柏
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
開
業

多職種連携の質，機能の向上
「患者，家族の意思決定を支える」ためのプログラムの開発
総合特区事業所を核としたトータルヘルスケアステーションの創設

在宅医療への取り組み成果の見える化
ICTシステムから抽出した患者・家族の声等をHP等に掲載する
など，市民が在医療のイメージをしやすい情報を発信

在宅医療・介護連携の評価指標の設定



柏市⑨（地域支え合い体制整備事業）
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事 務 局：柏市・柏市社会福祉協議会
コーディネーター：柏市社会福祉協議会
委 員：

柏市地域支え合い体制整備研究会( )Ｈ27.2
～Ｈ28.3

生活支援サービスの充実に向けて，「地域支え合い体制」
のあり方を検討する

柏市地域支え合い推進協議会(H28４～)

20地域に設置（日常生活圏域）

○○地域
支え合い会議

○○地域
支え合い会議

○○地域
支え合い会議

支え合い会議
ボランティア

NPO

ケアマネ 福祉施設 事業所

市社協
地区担当
職員

地域包括
支援センター

民生
児童
委員

ふる協
（地区社協）町会

自治会

地域支え合推進員

地域支え合い推進員の役割

支え合い会議の進め方

・支え合い会議の運営
・支え合い活動の情報共有と連携調整
・地域内の人材育成，資源開発など

現状把握と課題整理

情報収集・発信方法の検討

必要な支え合い活動の検討

団体間の連携方法の検討

人材育成と活動作りの検討

▼どんな支え合い活動があって，どんな課題がある？

▼支え合い活動の情報を集めて，地域内に周知

▼今後，私たちの地域に必要な支え合い活動は？

▼各団体の持ち味を出し合って支え合いの充実

▼大事な担い手確保と新しい活動作りの検討

ふるさと協議会（地区社協），民生児
童委員，NPO・ボランティア団体，地域
包括支援センター，介護支援専門職員，
社会福祉法人，学識経験者



柏市⑩（地域の支え合い体制のイメージ）
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【豊四季台地域支えあい会議】

地域周辺の活動を取込み、イベントなどを繰り返しながら
様々なテーマに対して、WGをつくり行動する

【実行委員会】

支えあいWG
健康づくり
居場所WG

地域全体を代表し支え合いに
関する共通認識と評価 WGコーディネーター

【実行委員会】
イベントを繰り返し、課題を
共有する

【ワーキング（WG)】

実行委員会の傘下
⇓

イベントを実施する中で地
域住民の声を聞き、捉え
られた共通課題について
の取組みを検討するWG
を設置
①普及啓発
ネットワークWG
②健康づくり
居場所WG
③支え合い、
見守り相談WG

⇓
実行委員会でWGの結
果を反映する

⇓
①地域支え合い会議を
通した活動へ
②イベントで普及啓発

【支え合い会議】
各地域町内会に共通認識
を伝える

会長

地域商店会会長

老人施設長

UR 訪問看護・介護サ高住所長

地域包括支援センター

コミュニティ食堂

スタンド

スーパー

新聞販売店

配食

宅配便

レストラン

タクシー

郵便局

豊四季台地域
地域を支える様々な人材

普及啓発
ネットワークWG

診療所（医師）

生協

児童施設

拡大
拡大



柏市⑪（柏市生涯現役促進協議会の概要）
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実績（H28.10～H30.3）
●生涯現役窓口
利用者 718名

●かしわ生涯現役ネット（ＷＥＢサイト）
アクセス者数 29,978件

●生涯現役セミナー 計 ５９９名

⇒進路決定者 就労８２名

事 務 局：柏市生涯現役促進協議会
構 成 者：

高年齢者等の就業機会を確保するため，公民学の関係
機関が連携し，必要な協議を行う。
また，事務局員を雇用して必要な事業を実施していく。

商工会議所，沼南商工会，社会福祉
協議会，シルバー人材センター，東京大
学IOG，柏市，一般社団法人セカンドラ
イフファクトリー，日本政策金融公庫，松
戸公共職業安定所（オブザーバー）

柏市生涯現役促進協議会

重点分野

●福祉（子育て・介護・生活支援）
●小売・サービス
●ものづくり（農業・製造業）
●公共サービス

「入口」と「出口」をサポートする複合的アプローチ
① 事業所啓発により高年齢者のニーズにマッチした仕事を
増やす=「出口」戦略，② 高年齢者を再教育し、仕事へ
の再適応を支援する＝「入口」戦略を展開し，ハローワーク
（無料職業紹介機能）とシルバー人材センター（請負・
人材派遣・有料職業紹介機能）を補完する第3のエンジ
ンを動かし、各会員が「地域課題」の解決に主体的に取り
組み，有機的な協働を行っていく体制（柏市モデル）の
確立し，日本の未来社会づくりに貢献していく

事業コンセプト



つくば市①（先進的ICT教育）
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Searching for the Better Future!
世界のあしたが見える学校

世界のあしたが見
える学校を実現する
つくば７Ｃ学習

自ら2040年代の未来を切り
開くことのできるチェンジメイ
カーの育成を図る。

21 世紀型スキルの育成と社
会力を高めるための ＩＣＴ活用
教育プログラムを開発をおこ
なっている。

協働力 Cooperation
タブレット等で課題を集め、問
題解決を図る学習。学校を越
え遠隔学習でプロジェクトを進
める。

筑波学院
大学との
遠隔学習。
４年生ロ
ボット学
習。

言語力Communication
互いの考えを整理しながら電
子黒板やスタディノートを使っ
てプレゼンテーションし意見交
換をおこなう。

デジタル
顕微鏡の
画像を電
子黒板に
投影し説
明。

思考･判断力Critical thinking
アクティブラーニングツール、
スタディネットで多様な考えを
基に帰納・類推，演繹などの推
考をおこなう。

８年生数
学。先生
から配信
された問
題を解く。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ的思考
Computational thinking

小学校１年生からのプログラミ
ング学習で創造的な課題を解
決する力を育てる。

ロボットプ
ログラミ
ングで英
語学習。

知識・理解力
Comprehension

つくば教育クラウドでの１人１
人に応じた完全習得学習。デ
ジタル教科書の活用。

チャレン
ジングス
タディで
楽しく学
習。

創造力 Creativity
ＳＴＥＡＭ学習やＳＤＧｓ持続可
能社会の実現のための学習を
とおして、ＡＩではできない力を
育てる。

食物連鎖
シミュレー
ションをプ
ログラミン
グ。

市民性（社会力）
Citizenship

電子黒板でのプレゼンテー
ションや世界への発信をとおし
て積極的に社会に貢献する態
度を育てる。

英語で学
校紹介の
プレゼン
をする５、
８年生。



【出典】つくば市・NTTデータグループ公表資料、各種報道資料等を基に総務省作成

Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入

例）市民窓口課での異動届出受理通知業務
（住民からの届出に基づき住所変更の手続を行った際、本人確認書類が不足している届出者について、本人の意思に相違がない届出であるかを確認するため、
変更前の住所地に「受理通知」を送付。年間約1,700件。住民異動が集中する3 月中旬から4 月中旬の繁忙期には大量の処理が発生。）

【実証後】発送簿作成をRPA化。
職員の作業時間は約14時間に！（約83％削減）

 異動届出受理通知業務は年間約85時間から約14時間に削減
 RPA化により入力ミスが減少
 単純作業をRPA化することにより職員は住民サービスに集中できる
 職員は業務時間の削減よりも「操作ミスの削減」、「作業時間中に手を取られ
ない」効果をより実感し、時間の有効活用の点で高く評価

成 果

【これまで】職員が受付・発送簿作成・決裁・発送を実施。
年間約85時間を要した。

 職員へのアンケート等をもとに、定型的かつ膨大な作業量が発生する業務を抽出し、業務量・難易度・RPAの
導入効果・汎用性の高さを勘案して選定した市民窓口課・市民税課業務等について、RPAを活用した定型的で
膨大な業務プロセスの自動化について実証を実施。
※入力・登録、確認・照合等の年間処理時間：市民窓口課 9,024時間、介護保険課 6,550時間、消防指令課4,000時間、国民健康保険課 2,411時間・・・

概 要 ＊RPA= Robotic Process Automation
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つくば市②（RPA実証事業（住民異動届出受理、税務データ入力・仕分け等））



つくば市③（中心市街地の再生）
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クレオ

（地図出典： Tsukuba Creo Square http://www.creo-sq.com/access/index.htmlより引用）

http://www.creo-sq.com/access/index.html
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